























１ 現在タイ国カレン・バプテスト会議（TKBC：Thailand Karen Baptist Convention）
は、上から TKBC 本部→₁₀の教区（Ｋｒ. k’wauz/ Ｔʰ. phak）→地区（Ｔʰ. khet）→教
会タオプゴ（Ｋｒ. taj of hpgof/ Ｔʰ. khristcak）と組織化されている。カレン語でタオ
プゴとは、中心となる教会に会員として所属する信徒を一定数以上もつ信徒の集合体








































したカレンの村で王室発信の「足るを知る経済（Ｔʰ. setthakit pho phiang）」が流
布し、自給自足的な生活が良しとされること、また北タイ農民連合（Northern 






























導者層を山村に送り込む Village Uplift というプロジェクトが、₁₉₇₁‒₇₅年にはローカル
な教会の役割を重視しローカル・レベルでの指導者の育成と信徒の宗教理解の深化を図
り、彼らが周辺村への布教を先導できるような形態へと変容させていった Fishing in 
Deep Waters というプロジェクトが、それぞれ展開された）
　３）₁₉₇₁年以降に国連主導で行われたプロジェクト HAMP（Thai/ United 
Nations Highland Agricultural Marketing and Production Project）とこの下にボーケ
ーオに設立された農業技術センターの活動
　４）₁₉₈₆年から₉₀年までの山地開発プロジェクト TN-HDP（Thai‐ Norwegian 
Church Aid　Highland Development Project）による農業支援活動
　５）₁₉₉₄年にパーヤップ大学支援の下行われた貯蓄グループの設立とそれに
よる貯蓄概念の形成
　以上より、ボーケーオでは₁₉₆₀年代頃からの宣教活動を中心として、女性労
働を中心とした生活改善指導や労働生産性の向上、キリスト教徒としての概観
を整えるための経済力向上が目指されてきたことが分かる。特に₁₉₆₀年代後半
以降、ボーケーオは主に３つの農業関連開発プロジェクトの対象地域となり、
バプテスト教会やタイ政府をはじめとする外部機関がこれを実施した。その結
果、①女性労働の重視と、自給的な生活だけでなく換金作物栽培や織物などに
よる現金収入源を求める生活スタイルの形成、②外部への農業研修や他村視察
などによる教育機会拡大と外部社会との連結・協同の可能性の開拓、③新しい
技術や概念を受容し活用する素地の形成、④貯蓄グループの結成に伴う貯蓄概
念の誕生、という多角的な影響が指摘できる。こういった影響は、後に村人が
イチゴ栽培にとりかかることを容易にもし、拝金主義的で勤勉を強制されるか
のような「カレンらしからぬ」と揶揄されることにもなる当地独特の労働スタ
イルや外部社会との関係性を身につけるためにも役立った、と結論付けた。
